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１． 環境設定 
1-1.動作環境 

  Ｃ－Ｓｔｙｌｅは Windows2000,XP,Vista,Windows7,Windows8 のＯＳが稼動するパソコンで

動作します。 

  メモリーは１２８ＭＢ以上実装されていれば動作します。 

  インストールすると約１０ＭＢの容量を必要とします。 

ＲＳ２３２ＣまたはＵＳＢポートの何れか１個を使用します。 

 

Ｃ－ＳｔｙｌｅではｍｉｎｉＰＬＣと通信する為に、ＲＳ２３２Ｃというシリアル通信方式を使

用しています。ＲＳ２３２Ｃポートを使用する場合は、ＲＳ２３２Ｃストレートケーブルが別途

必要です。ＵＳＢポートを使用する場合は、ＵＳＢシリアル変換ケーブルが必要です。 

ＵＳＢシリアル変換ケーブルをご使用の場合は、ドライバーのインストールが必要です。 

弊社販売のケーブル用のドライバーは「Prolific 社製」で、付属ＣＤにインストーラーが収納さ

れています。 

 

 

 

 

 

1-2.ＵＳＢドライバーのインストール 

 

付属ＣＤをパソコンにセットして、“CStyleSetup.exe”を実行して下さい。 

インストールメニューが表示されますので、「Driver Install」ボタンをクリックしてインス

トールを開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意！！ 
ＵＳＢドライバーをインストールせずに 
パソコンとケーブルを接続しないで下さい。 
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■ ＵＳＢシリアル変換ケーブル用のドライバーのインストール 

 

① ドライバーのインストール開始

の確認ダイアログが表示されま

したら、「はい」をクリックして、

ドライバーインストールウィザ

ードの起動を待ちます。 

② この画面が表示されましたら、

「Ｎｅｘｔ」ボタンをクリックし

ます 

注意：クリックしても画面がすぐに

変化せずに、しばらくこの画面のま

まですので、そのまま待ちます。 

 

 

 

③ ドライバーのインストール作業

が済めば、この画面を表示します

ので、「Finish」のボタンをクリ

ックしてドライバーのインスト

ールは完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

④ 次にＵＳＢシリアル変換ケーブルをパソコンの

ＵＳＢポートに接続します。 

⑤ パソコンの場面右下にケーブル接続のメッセー

ジが表示されます。 

 

⑥ しばらくすると、ケーブル使用準備完

了のメッセージが表示されます。これ

でひとまず、パソコンがＵＳＢシリア

ル変換ケーブルを認識しました。 

パソコンによっては、この表示の時に接続ポート(例えばＣＯＭ５とかの)を表示してくれますの

で、C-Style の通信設定で接続ポートを設定するＣＯＭポートとなります。 
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1-3.Ｃ－Ｓｔｙｌｅのインストール 

 

付属ＣＤをパソコンにセットして、“CStyleSetup.exe”を実行して下さい。 

インストールメニューが表示されますので、「App.Install」ボタンをクリックしてインストー

ルを開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストールウィザードの画面の指示に従って、順次「次へ」のボタンをクリックしていくだけ

でインストールは完了し、元のインストールメニュー画面に戻ります。 

 

「Documents」ボタンをクリックしますと、付属の操作説明関連のものが PDF 形式で収納されて

いるフォルダーを表示します。 

 

「閉じる」ボタンをクリックすると、インストールメニューは終了します。 
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1-4.起動時の初期画面 

 

 

 

 

■システムメニュー 

タイトルバー直ぐ下の「ファイル」「プロジェクト」「ウィンド」「オプション」のメニューの

ことをシステムメニューと呼びます。 

「ファイル」は、C-Style プログラムを開く、保存、印刷、終了などの操作を行います。 

「プロジェクト」は、ビルド、ダウンロード、通信設定、ビルドパスの設定を行います。 

「ウィンド」は、サブプログラムを複数開いた場合に、ウィンドの表示スタイルを選択します。 

「オプション」は、I/O モニター、操作環境の設定、言語表示の切換などオプション機能設定

を行います。 

 

■スピードボタン 

 システムニューの内、通常よく使うメニューをボタンに配置しています。システムメニューか

ら操作しても同じ機能となります。 

 

プログラム編集領域 

プログラムボタンリスト

システムメニュー 

スピードボタン

C-Style のバージョン（操作説明の内容と異なる場合があります）
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1-5.通信設定 

miniPLC と通信する為の設定を行います。 

通信設定の内容は記憶されますので、毎回行う必要はありません。但し、ケーブルの接続す

る場所を変えた場合は、再度設定する必要があります。（ＵＳＢポートは何箇所かありますの

で、接続する場所は決めておいて下さい。） 

 

① Ｃ－Ｓｔｙｌｅを起動後、システムメニューの「プロジェ

クト」をマウスでクリックするとプロジェクトメニューが

表示されます。 

② プロジェクトメニューの「通信設定」を選択します。 

③ 通信設定のダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パソコンと接続した通信ケーブルのＣＯＭポートが判明している場合は、ここでＣＯＭポートを

選択して「設定」ボタンをクリックして通信設定を完了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意！ 

ＵＳＢシリアル変換ケーブルを使用する場合は、事前

にドライバーのインストールを行ってからパソコンと

接続して下さい。 
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■接続ポートを探して設定する 

ＵＳＢシリアル変換ケーブルがどのＣＯＭポートに割り当てられたかを探します。 

パソコンに接続したＵＳＢシリアル変換ケーブルを miniPLC と接続し miniPLC の電源を入れてお

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＯＭポートサーチの開始 

 

 

 

ＣＯＭポートサーチ完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接続ポートの認識完了ダイアログが表示されましたら、「ＯＫ」ボタンクリックして、最後に「設

定」ボタンをクリックしますと、完了です。 

 

 

 

接続ポートが判明している時は、直

接選択することが出来ます。 

接続ポートが分からない場合は、ここクリックすると自動で探す為の確認ダイア

ログが表示されますので、「はい」をクリックします。 
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1-6.ビルドパスの確認 

Ｃ－Ｓｔｙｌｅプログラムをビルドする時に関連ファイルを参照するパス設定用のバッチ

ファイルの場所を確認します。 

① プロジェクトメニューを表示させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ビルドパスを選択すると、“C:\Daisen\.. .. \V2.xx\”の表示になっていればメニューを閉

じます。（出荷時期によって V2.00 以上の表示になる場合があります） 

 

③ もし表示が無かったり、今後のバージョンアップで、“V2.00\”以上に変わった場合は、ビル

ドパスメニューの右側の表示しているところをマウスでクリックします。 

④ ファイルを開くのダイアログは表示されますので、該当する最新バージョンのフォルダーを

開いて、その中の“BuildPath.Bat”を選択して「開く」ボタンをクリックして下さい。 

 

⑤ 画面が元の表示に戻りましたら完了です。 

 

このファイル名を選択して「開く」ボタン

をクリックすると設定完了です。 

ここをクリックして、最新バージョンの

フォルダーを探す。 

最新バージョンのフォルダー名 
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２． miniPLCを動作させるまでの手順 
手順の概要：「プログラムの編集」→「保存」→「ビルド」→「ダウンロード」→「動作確認」 

緑色のＬＥＤを点灯させるだけの簡単なプログラムを例題にして、ビルド～ダウンロードまで

の手順を説明します。 

 

2-1.新規作成（起動時の画面）

 

 

プログラムボタンリストから目的のボタンをクリックしてからプログラム編集領域でもう一度

クリックすると目的のプログラムボタンが配置されます。 

 

C-Style のマウス操作は全てワンクリックです。（ドラック操作は殆どありません） 

 

 

プログラム編集領域 

プログラムボタンリスト
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2-2.ＬＥＤ点灯制御ボタンを置く 

 

 

① プログラムボタンリストの   をマウスでクリックします。 

このボタンは緑色または赤色のＬＥＤを点灯制御するボタンです。 

 

② プログラム編集領域で、再びマウスをクリックしますと、プログラム編集領域の１行目にボ

タンが配置され、ＬＥＤの設定ダイアログが表示されます。 

 

 

ダイアログ内のＬＥＤボタンをクリックすると緑色または赤色の選択が出来ます。 

ラジオボタンをクリックすると点灯（ｏｎ）、消灯（ｏｆｆ）の選択ができます。 
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2-3.緑色ＬＥＤを点灯に設定する 

 

 

 

① 例題では緑色のＬＥＤを点灯するプログラムですので、ここでは、ラジオボタンの「ｏｎ」

をクリックしてＬＥＤの点灯設定にします。 

 

② 緑色ＬＥＤの点灯（ｏｎ）の表示で、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

ラジオボタンの「ｏｎ」をクリック

して点灯設定にする 
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2-4.プログラムの完成 

 

これで緑色ＬＥＤを点灯するだけの簡単なプログラムが完成しました。 

 

次のステップは、完成したプログラムをビルドします。 

 

ビルドボタンをクリックすると新規作成からプログラムを編集しましたので、新規プログラムを

保存する為にプログラム名と保存の場所を指定するダイアログが表示されます。 

ビルドボタンをクリックした場合は、プログラムの保存の後、ビルド実行とダウンロード開始が

連続して操作できる仕組みになっています。 

ビルドボタンをクリックしないで、保存のボタンをクリックした場合は、ダウンロードまでの連

続操作はしません。（保存の後、ビルドボタンをクリックしてください） 
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2-5.プログラムの保存 

 

① 保存ボタンをクリックするとプログラム名と保存する場所を入力するダイアログが現れます。 

新規作成の場合で、ビルドボタンをクリックした時も、この画面が現れます。 

 

② 保存する場所は、任意の場所でかまいません。画面の例では、C-Style をインストールしたフ

ォルダーの下に「Ｄａｔ」というフォルダーが作成され、更にそのフォルダー内に「sample」

というホルダーがありますそこに保存しようとしているところです。 

 

③ 保存するファイル名も任意の文字でかまいませんが、記号文字で、“￥”、“＆”、“％”、“／”

などの半角文字は使用できません。 

 

④ 保存しようとするフォルダー内に同名の名前がある場合は、保存ボタンをクリックした時に、

上書きの確認があります。「はい」をクリックすると上書き保存されます。「いいえ」でファ

イル名の入力に戻ります。 
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2-6.プログラムのビルド 

画面上部の「ビルド」ボタンをクリックするとビルド画面が表示されます。新規作成の場合で、

「ビルド」ボタンをクリックした時は、プログラムの保存後この画面が自動的に現れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ビルド画面が表示されたら、左上の「ビルド実行」ボタンをクリックします。 

② ビルドが実行されると、C-Style プログラムが本来のＣ言語プログラムに展開せれ、さらに

miniPLC に搭載されているマイコン用のＨｅｘファイルに変換されます。 

 

③ 最後に「ビルド完了」の確認ダイアログが表示されます。 

「ＯＫ」ボタンをクリックするとダウンロード画面になります。 



- 15 - 

 

2-7.プログラムのダウンロード 

ビルド完了の「ＯＫ」ボタンをクリックするとダウンロード画面を表示します。 

 

① この画面が現れたら、miniPLC とパソコンに通信ケーブルを接続します。 

 

 

② ケーブル接続後、miniPLC の電源ＯＮで、自動的にダウンロードを開始します。 

ケーブル接続前に miniPLC の電源がＯＮの状態の場合は、画面右下の「Ｒｅｓｅｔ」ボタンを

クリックするとダウンロードが開始されます。（開始ボタン下の□AutoStart にチェックマー

クが付いていない場合は手動で「開始」ボタンをクリックします） 

 

通信設定が間違っている場合は、ダウンロード開始されません。この場合は「中止」ボタン

をクリックしてからプロジェクトメニューの通信設定の確認をして下さい。 

 

 

 

ダウンロード中に、ケーブルや miniPLC を動かして接続が外れたりするとダウンロード失敗の原

因になりますので、触らないようにしましょう。 

もし失敗した場合は、以前のプログラムは消去されて動作しなくなりますが、再度ダウンロード

すれば動作します。この場合、画面からの「Ｒｅｓｅｔ」ボタンでのダウンロード開始は出来ま

せん。ケーブル接続後の電源ＯＮでダウンロードが開始されます。 
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2-8.ダウンロード完了と操作のまとめ 

 

① ダウンロードが完了したら確認のダイアログが表示されますので、「ＯＫ」ボタンをクリック

しますと、直ちにプログラムが動作します。例題のプログラムですと、緑色のＬＥＤが点灯

するだけですので、点灯すれば動作ＯＫとなります。 

② ダウンロード後直ちにプログラムを動作させたくない場合は、「ＯＫ」ボタンをクリックする

前に miniPLC の電源をＯＦＦにしてから「ＯＫ」ボタンをクリックして下さい。 

 

以上、miniPLC を動作させるのに Ｃ－Ｓｔｙｌｅ を使うと、たいへん簡単に行えることが体験

できたと思います。 

Ｃ－Ｓｔｙｌｅを使って、少しづつ複雑な動きをするプログラムを作成して miniPLC を自分の思

い通りに操って下さい。 

 

■操作のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一度に複雑なプログラムを編集せずに、少しづつプログラムを改造して上記の手順を何回も繰返

すことが完成されたプログラム作成の近道ですので、ぜひチャレンジしてみて下さい。 

 

新規作成でプログラムを編集 

ビルドボタンをクリック 

新規プログラム名の保存 ビルド実行 

ダウンロード 

プログラムを開いて編集

miniPLC の動作確認 

保存ボタンで 

プログラム名を変更

プログラムを保存すると、その後の編集

に対して、ビルドボタンをクリックする

と自動的にプログラムは上書き保存さ

れ、ビルド実行の画面表示となります。 
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３． miniPLCの動作モニター 
C-Style for miniPLC には動作状況を確認する機能があります。 

 

① miniPLC と通信ケーブルを接続し

て電源をＯＮにします。 

② システムメニューの「オプション」

をクリックし、「モニター表示」メ

ニューを選択します。 

 

 

 

 

 

 

③ I/O Monitor ダイアログが表示さ

れましたら、画面右の「Monitor」

ボタンをクリックします。 

Monitor：on の状態では、プログラム

動作の状況が常に更新表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボタンをクリックすると点灯テストが行えます。 

 

ボタンをクリックすると現在の入出力状況の表示が更新されます。 

 

ボタンをクリックすると現在のタイマー値の表示が更新されます（単位：ミリ秒） 

 

ボタンをクリックすると現在の変数値の表示が更新されます。 

 

 

miniPLC の入力端子をショートさせる

と■オープンで□の表示になります。 

ここをクリックするとminiPLCの出力状態を変

化させることが出来ます。 
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メモ１ 
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